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大学院看護学研究科共同看護学専攻連絡協議会規程

平成２７年１０月５日制定

（目的）

第１条 この規程は、日本赤十字北海道看護大学、日本赤十字秋田看護大学、日本赤十字豊田

看護大学、日本赤十字広島看護大学及び日本赤十字九州国際看護大学（以下「構成大学」と

いう。）が、大学院設置基準（昭和４９年６月２０日文部省令第２８号）第３１条の規定に基

づき設置する共同看護学専攻に係る教育、研究等に関する重要な事項を協議し、円滑な管理

運営を行うために設置する共同看護学専攻連絡協議会（以下「連絡協議会」という。）の組織

及び運営に関し、必要な事項を定める。

（構成）

第２条 連絡協議会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

（１）専攻長

（２）各構成大学の研究科長

（３）各構成大学から選出された共同看護学専攻の専任教員 ２名

（議長等）

第３条 連絡協議会に議長を置き、専攻長をもって充てる。

２ 議長は、連絡協議会を招集し、連絡協議会の業務を掌理する。

３ 連絡協議会に副議長１名を置き、議長が所属する大学以外の委員の互選により選出する。

４ 副議長は議長を補佐し、議長に事故があるときは、その職務を代行する。

５ 副議長の任期は、３年とする。

（協議事項）

第４条 連絡協議会は、共同看護学専攻に係る次の各号に掲げる事項を協議する。

（１）各構成大学において開設する授業科目及びこれに係る教員の配置など共同教育課程の

編成及び実施に関する基本的事項

（２）研究指導教員の選定に関する事項

（３）入学者選抜の方針及び実施計画に関する事項

（４）学生の身分の取扱い及び厚生補導に関する事項

（５）成績評価の方針に関する事項

（６）学位審査委員会の設置に関する事項

（７）学位の授与及び課程修了の認定に関する事項

（８）教育研究活動等の状況の評価に関する事項

（９）予算に関する事項

（１０）広報に関する事項

（１１）自己点検・評価に関する事項

別添３
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（１２）ＦＤ・ＳＤの推進に関する事項

（１３）その他構成大学が必要と認めた事項

２ 協議内容は、構成大学の研究科委員会に報告し、必要に応じて承認を得るものとする。

（議事及び運営）

第５条 連絡協議会は、各構成大学から１名以上の出席及び委員の半数以上の出席をもって成

立する。

２ 連絡協議会の議事は、出席委員の過半数の賛成をもって決し、可否同数のときは議長が決

する。

３ 連絡協議会が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことがで

きる。

４ この規程に定めるもののほか、連絡協議会の議事及び運営について必要な事項は、連絡協

議会が定める。

（事務局）

第６条 この規程に定める事務を取り扱うために事務局を置く。

２ 事務局は、議長が所属する大学の事務局が担当する。

  附 則

この規程は、平成２７年１０月５日から施行する。


